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秋

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

七
尾
市
農
業
委
員
会　

会
長　

坂

井

助

光

　

平
成
28

年
４
月
に
農
業
委
員
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
七

尾
市
で
は
、
本
年
７
月
24

日
か
ら
新
制
度
の
下
、
19

名
の
農
業
委
員

が
任
命
さ
れ
、
同
日
、
初
総
会
に
て
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
長
と
い
う
重
任
を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、

委
員
の
皆
様
と
協
力
し
、
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
頂
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

全
国
は
も
と
よ
り
七
尾
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

が
急
速
に
進
行
し
、
遊
休
農
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
最
も
重
要
な
業
務

と
し
て
「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」
「
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
」「
新
規
参
入
の
促
進
」
が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

我
々
と
し
て
も
、
七
尾
市
の
農
地
を
守
り
継
続
し
て
行
く
た
め
に
農

地
等
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
に
最
大
限
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
け
ら
れ
、
22

名

の
方
を
農
業
委
員
会
か
ら
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、
共
に
農
地
、

農
家
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
は
、
農
家
の
皆
様
の
代
表
と
し

て
自
覚
を
も
ち
、
農
業
委
員
会
を
適
正
に
運
営
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
新
制
度
の
趣
旨

を
受
け
止
め
、
七
尾
市
の
農
業
を
次
世
代
に
繋
げ
る
た
め
に
、
委
員

が
一
丸
と
な
り
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。　
　

　

農
家
の
皆
様
に
は
七
尾
市
の
農
業
の
発
展
の
た
め
、
ご
指
導
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



２

七
尾
市
農
業
委
員
会
新
制
度
ス
タ
ー
ト　

辞
令
交
付
及
び
初
総
会
の
開
催

農
業
委
員
19

名
・
農
地
利
用
最
最
適
化
推
進
委
員
22

名
の
抱
負

農業委員辞令交付

初総会

農地利用最適化推進委員辞令交付

　

七
尾
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成
29
年
７
月
23
日
で
任
期
満
了
を
迎
え
、
７
月
24
日
か
ら
新
た
な
委
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
総
会
に
先
立
ち

19
名
の
農
業
委
員
に
市
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
初
総
会
で
は
、
会
長
に
坂
井
助
光
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
橋
下
一
博
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
専
門
部
３
組
織
と
し
て
、
運
営
委
員
会
委
員
長
に
加
地
俊
隆
委
員
、
里
山
里
海
経
営
活
性
委
員
会
委
員
長
に
島
本
正
光
委
員
、
編
集

委
員
会
委
員
長
に
松
本
米
治
委
員
を
選
任
し
、
新
た
な
組
織
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
総
会
の
後
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
22
名
に
坂
井
会
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
協
力
し
、

七
尾
市
の
農
業
振
興
の
た
め
①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
③
新
規
参
入
の
促
進
に
よ
る
、
農
地
等

の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
選
ば
れ
た
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
任
期
は
、
平
成
32
年
７
月
23
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。







５

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
８
月
末
か
ら
10

中
旬
ま
で
の
間
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

農
地
を
巡
回
し
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

農
地
が
正
し
く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

農
地
は
日
本
の
食
糧
自
給
力
を
支
え
る
大
切
な
資
産
で
す
。
農
地
の
手
入
れ
が
さ
れ
な
い
と

病
害
虫
の
発
生
に
よ
り
近
隣
の
農
地
や
地
域
住
民
の
方
へ
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
農
地
が
荒
れ

な
い
よ
う
所
有
者
、
耕
作
者
の
方
は
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
す
る
と
き
は
、
農
地
法
の
転
用
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
許
可
を
受
け
な
い
で
行
わ
れ
る
行
為
は
「
違
反
転
用
」
に
な
り
ま
す
。

転
用
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
す
る
と　

農
地
法
の
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た
場
合
や
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り
転
用
で
き
な
い

場
合
は
、
工
事
の
中
止
や
現
状
回
復
の
命
令
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
罰
則
の
適

用
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
を
考
え
て
い
る
方
は
先
ず
農
業
委
員
会
へ
相
談
。

　

転
用
の
目
的
や
立
地
条
件
に
よ
っ
て
は
、
転
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
許
可
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

農
地
の
公
的
管
理
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
が
、
食
糧
の
生
産
基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確

保
と
有
効
活
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
七
尾
市
内
に
あ
る
全
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す
る
物
で
す
。

★
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
と
は

平
成
29
年
度　

農
業
委
員
会
研
修
会
・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

　

８
月
７
日
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
志
賀
町
）
に
お
い
て
、
能
登
地
区
農
業
委
員
会
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所　

専
務
理
事　

柚
木
茂
夫
氏
に
よ
る
「
農
業
委
員
並
び
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
使
命
に
つ
い
て
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
石
川
県
の
担
当
者
に
よ
る
「
農
地

中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
」
な
ど
の

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
後
、

初
め
て
の
研
修
で
あ
り
、
農
業
委
員

も
推
進
委
員
も
テ
キ
ス
ト
を
見
た
り

メ
モ
を
と
る
な
ど
熱
心
に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
後
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

出
発
式
が
行
わ
れ
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
違
法
転
用
防
止
に
向
け
て
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
を
参
加
者
全
員
で
行
い

ま
し
た
。

　

法
改
正
に
よ
る
農
業
委
員
の
任
命
す
る
際
の
要
件
と
し
て
「
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す

る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
立
の
立
場
で
の
農
業
委
員
に
な
り
ま
し
た
管
理
栄
養
士
の
橋
本

良
子
で
す
。

　

以
前
よ
り
食
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
放
課
後
ク
ラ
ブ
が

畑
を
利
用
し
野
菜
栽
培
の
体
験
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
農
業
委
員
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
農
業
委
員
会
事
業

推
進
や
地
域
活
性
化
の
支
援
も
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
農
業
の
体
験
が
で
き
る
観
光
事
業

や
出
身
者
で
県
外
在
住
の
皆
様
に
採
れ
た
て
野
菜
の
定
期
発
送
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
企
業

と
も
連
携
し
た
新
た
な
事
業
が
出
来
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
で
は
な
い
中
立
の
立
場
か
ら
、
お
互
い
が
よ
り
望
ま
し
い
方
向
で
生

産
と
消
費
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
と
共
に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
中
を
取
り
持

つ
こ
と
や
、
若
者
に
参
入
し
て
も
ら
え
る
農
業
へ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
立
委
員
と
し
て

橋
本
農
業
委
員



編
集
後
記

編
集
後
記

６

　

新
制
度
に
基
づ
き
、
委
員
が
改
選
さ
れ
、
編
集
委
員
も
新
た
に

構
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
七
尾
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
も
回

を
重
ね
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
第
49

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
農
業
委
員
19

名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
22

名
の

紹
介
と
地
区
担
当
を
掲
載
し
て
お
り
、
是
非
３
年
間
保
存
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業専門誌

お問い合わせ、お申込みは農業委員会へ　

☎ ５３－８４４０　　FAX ５2－７７６５

※発行日　毎週金曜日

※購読料　一ケ月700円　年額8,400円

全国農業新聞を
購読しましょう！

農業者のための年金

に加入しましょう！

農業者年金

編
集
員
一
同

編
集
委
員
会

委

員

長　

松
本　

米
治

副
委
員
長　

萩
原　

俊
彦

委　
　

員　

中
村　

重
信　

松
中　

功
裕

　
　
　
　
　

松
島　

正
弘　

寺
井　

英
雄

　

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
を
栽
培
し
は
じ
め
て

４
年
目
を
迎
え
る
。
き
っ
か
け
は
、
退

職
後
「
い
し
か
わ
耕
稼
塾
」
で
１
年
間
、

か
ほ
く
市
に
あ
る
「
砂
丘
地
農
業
試
験

場
」
で
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
の
栽
培
過
程
を

学
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の
後
、
自
己
の
ハ

ウ
ス
で
実
践
し
、
今
年
い
よ
い
よ
出
荷

を
迎
え
る
。

　

出
荷
に
至
る
ま
で
は
、
４
月
に
苗
を

植
え
、
５
月
初
め
に
は
芽
欠
き
、
果
穂

整
形
、
種
な
し
処
理
、
玉
粒
お
と
し
、

等
々
と
て
も
大
変
な
作
業
の
繰
り
返
し

で
あ
る
。

≪part 26≫

ルビーロマンの初出荷に向けて
礒貝　哲夫さん（佐味町）

　

「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」
は
水
を
や
り
過

ぎ
る
と
、
粒
が
割
れ
て
し
ま
い
、
少
な

い
と
し
ぼ
む
、
暑
い
と
甘
み
は
出
る
が
、

ル
ビ
ー
色
が
出
な
い…

　

と
て
も
デ
リ

ケ
ー
ト
で
あ
る
。

　

ハ
ウ
ス
を
訪
ね
る
と
汗
が
噴
き
出
る

ほ
ど
中
は
暑
い
。
現
在
、
試
験
的
に
で

は
あ
る
が
、
色
を
付
け
る
た
め
に
、
一
房
、

一
房
に
す
ず
し
い
風
を
注
い
で
い
る
。

な
ん
と
も
贅
沢
な
「
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
」

で
あ
る
。

　

規
格
基
準
が
と
て
も
厳
し
く
、
毎
日

緊
張
の
連
続
だ
そ
う
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
現
在
あ
る
４
棟
の
ハ

ウ
ス
を
倍
の
８
棟
に
し
、
安
心
・
高
品

質
の
証
で
あ
る
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
の
最
高

峰
の
証
で
あ
る
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
（
プ

レ
ミ
ア
ム
）
の
証
が
も
ら
え
る
よ
う
に

一
房
一
房
を
大
切
に
育
て
て
行
き
た
い

と
礒
貝
さ
ん
は
語
る
。

　

初
出
荷
、
少
し
で
も
高
価
が
つ
く
と

い
い
で
す
ね
。


